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埼玉の木の銀行
審査委員会特別賞第3回

【応募理由】

　武蔵野において、その上流域の奥武蔵の木を使った家づくりを推進することで、森の保全

を図る活動をしている。50年 100 年かけて育てた森の木を、50年 100 年大事に住まいに使

えば、森と住まいの循環を回復することが可能になる。そのためには丈夫で長持ちする住ま

いづくりが重要であり、天然乾燥した木材にこだわり、その流通システムとして「木の銀行」

を立ち上げた。林業家、製材所、設計者、工務店、建て主の顔の見える関係の中で地域材に

よる木の家づくりを推進している。

【作品または活動の概要】

●平成 14年度：木の家だいすきの会、ＮＰＯとして認証

●平成 15年度：埼玉県飯能市（西川林業地）、ときがわ町（ときがわ材）、東京都あきる野市

において、伐採見学会、製材所見学会などをスタート、また、所沢市、国分寺市において木

の家セミナーを開始、現在、さいたま市、新宿区を加え、4ヶ所にて、年間 40回のセミナー、

20回の木の家見学会を開催。

●平成 16年度：埼玉県から委託され、木造伝統文化街なみ形成事業実施、切り旬の木の家研

究会（自主研究・葉枯らし天然乾燥材を使った木の家づくり）開始

●平成 17年度：「埼玉の木の銀行構想」策定（県とＮＰＯの協働提案事業）

●平成 18年度：埼玉県が「埼玉の木の銀行構想」を地域再生計画に位置づけ、内閣府市民活

動団体等総合支援事業に採択され実験事業を実施。埼玉県ときがわ町に木の銀行第１号立ち

上げ。（協同組合彩の森とき川）

●平成 19年度：西川林業地に埼玉の木の銀行第２号立ち上げ（ＮＰＯ西川・森の市場）

【作品または活動の特色】

①目的：地域木材の利用推進により地域の森の保全

②活動の特徴：林業家、製材所、木材加工、工務店、設計者のネットワークによる木の家づくり、

あらわしの木と漆喰の家づくりの推進、職人の技術の伝承、天然乾燥材を使った長持ちする

すまいづくり

伐採見学会 : 消費者が林業家等が直接会う機会と
なる

葉枯らし乾燥 : 葉を付けたまま 3ヶ月程
度山で乾燥させる

貯木場見学会 : 天然乾燥材をストック、
展示場としても活用

木の家セミナー : 東京都、埼玉県内 4ヶ所で
年間 40 回開催

木の家見学会 : 構造見学会と完成見学会を開
催

平成 17 年度埼玉県 NPO 協働提案推進事業 
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●県産木材の展示販売拠点の開設

 「県産材を使いたいがどこで手に入るのかわからない」

という声をよく聞きます。こうしたニーズに応えるため、

第１段階として県産木材を貯木（天然乾燥）し、同時に

展示販売を行う施設の開設を目指します。

●伐り旬に伐って天然乾燥した県産材の供給

 伐り旬（9 月～翌年 2 月）の

時期に伐採し、天然乾燥した県

産材を供給します。このため、

県内の製材所を募り、供給ルー

トを整備します。

天然乾燥材は、木本来の色つ

やが出て、ねばりもあると言わ

れています。こうした付加価値

を森に還元し森の再生につなげ

たいと考えています。

●森林再生ファンド 

 木は循環的な資源です。木が成長する範囲で大事に使

うことは循環型社会をつくることにつながります。将来

的には、森林再生に投資するエコファンド（ウッドマネ

ー）をつくり、投資した県民に優先的に販売する仕組み

も考えます。

伐り旬の時期に伐採

◆実験事業として天然乾燥した県産材で３世帯の家づく 

りが進行中です。写真は県産材見学会の様子。 

 

「埼玉の木の銀行」は何をするの？ 

県産材を使った木の家で埼玉の森の再生を

 埼玉県の森は戦後の国産木材需要、林業従事者の激減

により維持することが難しくなっています。

 「埼玉の木の銀行」は、「木の家に住みたい」という県

民と「県産材を適正な価格で提供したい」という林業家・

素材生産者・製材所を結び、森林の保全につなげようと

いう試みです。

顔の見える木材流通

 木の家に対する県民のニーズは高まっています。平成

18 年 1 月に県民を対象に実施した調査では、希望する住

まいについて約 7 割の人が「大工・工務店による木の家」

と回答しています。こうした声が、林業家・素材生産者・

製材所に直接届けば、需要は顕在化します。

県産材・漆喰などの自然素材を使った家づくり

 新建材による規格化・工業化された家づくりだけでな

く、県産の無垢(むく)の木材や漆喰を使ったもう一つの

家づくりを支える仕組みが「埼玉の木の銀行」です。

 

問い合せ先  

●特定非営利活動法人木の家だいすきの会 

〒359-1116 埼玉県所沢市東町 11-1-1704 

TEL 04-2926-6045 http://www.kinoie.org/ 

●埼玉県農林部木材利用推進室 

〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂 3-15-1 

TEL048-830-4320 

http://www.pref.saitama.lg.jp/A06/B300/ 

Copyright 特定非営利活動法人木の家だいすきの会 All rights reserved 許可なく転
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「埼玉の木の銀行」のねらいは？ 


